
再評価結果（平成２１年度 事業継続箇所）

道路局国道・防災課担 当 課：

深澤 淳志担当課長名：

事業名 事業 高速自動車国道 事業 国土交通省

中部横断自動車道 （ 富沢～六郷） 区分 （新直轄区間） 主体 関東地方整備局
ちゅうぶおうだんじどうしゃどう とみざわ ろくごう

起終点 山梨県南巨摩郡南部町 延長自）
やまなしけんみなみこまぐんな ん ぶちょう

山梨県西八代郡市川三郷町 ２８.３km至）
やまなしけんにしやつしろぐんいちかわみさとちょう

事業概要

中部横断自動車道は、静岡・山梨・長野３県を最短ルートで結ぶとともに、東名・中央・上信越自動車

道とネットワークを形成することにより、沿線地域の産業・経済・文化・観光等の発展及び振興に資する

路線である。

Ｈ１７年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ１８年度用地着手 Ｈ２０年度工事着手

全体事業費 ２００４億円 事業進捗率 ６％ 供用済延長 ０km

計画交通量 １３，５００～１７，４００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 １.２ １５３９/１６５２億円 １９８７/１９８７億円 平成２０年度(事業全体)

1603億円 走行時間短縮便益：1575/1575億円事 業 費：1490/

億円 走行経費減少便益： 319/319億円(残事業) １.３ 維持管理費：49/ 49

交通事故減少便益： 93/93億円

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交通量 ：B/C=1.2～1.4（交通量±10％） 事業費：B/C＝1.2～1.5（事業費±10％）

事業期間 ：B/C=1.2～1.3（事業期間±20％）

事業の効果等

（ 、 ）・災害への備え 事前通行規制区間の代替路線 緊急輸送道路が通行止めになった場合の代替路線を形成

・物流効率化の支援（特定重要港湾へのアクセス向上） 他１１項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

山梨県知事など４県３５市町村の首長等で構成される中部日本横断自動車道建設促進期成同盟会による

早期整備の要望（H20.11.27 （計25回）を受けている。）

また、新たな中期計画策定に向けて、山梨県、身延町、南部町等から早期整備要望が提出されている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

中部横断自動車道（吉原ＪＣＴ～双葉ＪＣＴ）のうち、平成18年迄に中央道と接続する双葉ＪＣＴ～増

穂ＩＣ間が供用している。

事業の進捗状況、残事業の内容等

現在、用地取得率は44％であり、平成20年度より工事に着手している。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

今後も引き続き用地買収の推進を図るとともに、道路改良・構造物工事を推進していく。

施設の構造や工法の変更等

－

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

、 、 。用地取得は順調に進んでおり 全区間で工事に着手するなど 早期の効果発現を図ることが適切である

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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身延工業団地 峡南工業団地
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